
上田西部地域協議会会議次第

平成２０年８月２５日（水）19:00
上田市西部公民館２階講義室

１ 開 会

２ 会長あいさつ

３ 会議事項

(1)上下水道料金改定案について（経営管理課）

(2)今後の取り組みについて

(3)その他

(4)次回会議開催について
時 間 平成２０年９月 日（ ） 時 分から

場 所

4 その他

５ 閉 会











第２期 西部地域協議会の今後の取組の意向調査取りまとめ状況

前回分科

会テーマ

まちづ

くり方

針

今後、検討・調査研究したいテーマしたい課題 左記の中で、市から説

明を受けたい事項

前回方針と意見等 前分

科会

全体

意見

総 合 ○ １～５までの方針案（意見書内容）を更に煮詰めていくことが大事。

○ （方針を）実現にするのには大変だ。行政が音頭を取り多くの市民との意識

改革が必要だと思います。

○ 西部地域協議会として提出した5項目の意見書に対して、具体化するためには

今後は実施に向けて調査研究すべきで、新たな提案はすべきではない。具体化し

て提示していかないと住民の取組の委託も進まず、意見書をそのままでは住民も受

け入れないと思われる。

○ 地域協議会は行政に対しての諮問・意見答申の機関であり受けた行政が地域住

民に対して行政サービスを行うものであり、地域協議会から自治会が直接指示など

を受けることは無いと理解している。

歴史的

遺産継承

関係

（歴史的

遺産の積

極的な活

用による

地域振

興）

① 歴

史的遺

産の積

極的な

活用に

よる地

域振興

○ 歴史的遺産

西部・塩尻地区『図説付歴史遺産マップ』の作成。

案内板等の見直しと管理の仕方を考える。

○ 蚕室造りの家並み、街並みの地域区間等の調査 マップに。

○ 歴史的遺産についてもう少し深く勉強したいと思います。

保存するために地域がどのように関わっていったら良いかの調査研究

○ 指定文化財の明確化に対して、指定する文化財はどれかリスとアップして、

マップ作りが必要である。個人所有物は永久保存維持を承諾するのか、指定する

文化財は保存をどのようにするのか実態調査が必要である。

○ 文化振興課によ

る出前講座（文化財

全般及び「重要伝統

的建造物保存地区」

○ 現地見学会開催

○ 前回資料の整備
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分科

会



○文化財の防火対策の具体化策を明示（何を、どの様に、いくらで）

景観保護の場所は、どの様に保護するのか具体化策を明示

○どの文化財に対して、財政的援助がうけられるのか個々に明確化する必要がある。

緑地公

園と里山

整備関係

（西部地

域にトレ

ッキング

コースの

整備につ

いて）

（西部地

域内の公

園管理及

び塩尻地

区公園構

想の推進

につい

て）

② 地

域が誇

れる自

然環境

の保全

と有効

活用

○自然環境の保全と活用

トレッキングコースの整備案を進める。

○里山の整備

トレッキングコースの整備は、自然・景観を守り、市民の理解を深めるためにも重要

な課題である。

しかし、里山周辺の山林の現状は、適正な伐採が行われず、クヌギ、ナラ木等は伐期

が過ぎ、また外来種と思われる樹木が繁茂し、山中は荒廃をし一部崩落に危険すらあ

る。

里山として市民に親しまれ次世代に山林の魅力を引き継ぐためにも、緑の山林をどの

ように管理していくのか、個人所有者等の了解の下に「管理方向を出す「里山再生組

織」の立ち上げが重要である。

市民の理解を深めるために里山再生シンポジウム等の開催はどうか

○トレッキングコースの整備に対する現地調査と整備方法の具体化が必要

市民と協働で整備できる箇所のリスト

○トレッキングコースは、現在ある山道を生かし、資金最小限で整備できるところか

ら進めるjことが善ではないだろうか。

○塩尻地区の公園は、今後も継続検討していく。

○ 市の協力

消耗品費の

支給

「植込みの

草刈りを現在年一回を

→ 年２回にできない

か。

○ 森林整備課との

現地検討会開催

○ 公園管理の情報

提供
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○ 現在話題の「ドックラン」を愛犬家のコミュニケーションの場としてはいかがで

しょうか。

○ 公園管理は地域自治会が管理することになっているので、個々の自治会に委託、

自治会役員は短期間で役員交替が行われるので、公園が自治会管理とは知らずにいる

自治会があると思われるので行政から伝達が必要

公園として全く利用価値の無い、単なる空き地を公園としている所は、自治会管理

すら外す必要がある。

○ 自治会にある公園等は各自治会が管理すべきであると思う。（補修は市）

児童

と安全

で快適

なまち

づくり

関係

（放課

後児童

の対策

につい

て）

③ 地

域防犯

力によ

る安全

で快適

なまち

づくり

○ 上田警察署移転後の安全面確保

上田警察署がJT跡地に移転することが予定されております。西部地域にお

いては、かつて塩尻交番が廃止されてからは駅前交番の管轄となっています。

本地域には、裁判所、法務局、検察庁、税務署、上田郵便局と主要な公共施設

が多く存在しています。移転後については、本地区の安全面が低下する恐れが

あることから、常駐警察官とパトロールカーの常駐する交番を設置するよう関

係機関への要望を強力に進めて欲しい。

○ 7/23からの半過道路の工事により、全面通行止めになた。道路の渋滞を

迂回しようとする車が狭い道路に入ってきてしまい、登下校の子供達の安全を

考えたい。

堤防道路の迂回路のほとんどの車が流れ込んでいるように思うが。何かあって

からでは遅いので地域として何か考えたい。

○小中学生の登下校時の安全強化

防犯の観点からでなく、車との事故防止のための通学路の危険箇所の現状調

査（保護者アンケート）と改善に向けた提言

歩車道の完全分離が望ましいのですが、通学時間帯の進入禁止が守られていな

○ 上田警察署移

転計画に対する市

の考え方。（跡地

利用計画及び西部

地区の治安維持）

○警察移転後の

利活用予定は。

○バイパスの歩

道について

○西部地区内の通

学路で、安全対策

上改善の予定箇所

があるかどうかを

伺いたい。

第3

分

科

会



い現状があります。

○まちづくりの構想として警察署、山洋電機の跡地をどのように考えたらよい

か。安心安全の住みよいまちづくりの観点から考えてみたい。

児童

と安全

で快適

なまち

づくり

関係

（放課

後児童

の対策

につい

て）

④ 多

様な地

域の資

源を活

用し、将

来を担

う子供

たちを

地域ぐ

るみで

育てる

まちづ

くり

○ 子供たちを地域で育てるまち

提案に対して今後とも、市の実施状況を見守る。

子どもの遊び場となる神社の境内等は、自治会がいつも清掃してくれるとよ

いが。

○ 「上田のまちを、きれいにしよう会」を立ち上げたい。

→ 今、上田の町を車で通って見ていつも感じることは、一口に言って

「きれいではない」ということである。これは必ずしもごみが落ちていること

ばかりでなく、道路や歩道が草ぼうぼうであったり、道路の両端に土が溜まっ

たり舗装の境目に土が入ってそこに草が茂ったりして、誠に見た目が良くな

い。(上田の街路樹は美しいと思う。）

私の住む町では、平成10年から現在まで「町の中をきれいにしよう」という

スローガンを掲げて、祝町大通り、古舟バイパス、古舟橋等の上田市の幹線道

路（ただし諏訪部のみ）の清掃、草取りを軸にそれから枝道、堤防の草刈り、

高校生や若者の溜まり場となっていたところの清掃など町の細部まで行き届

かないが現在でも継続している。

効果を期待する前に「自分たちの住む（住まわしてまらている）町は自分た

ちできれいにしたいものである。」

以上のことから

◎ 西部地域や塩尻地域の幹線道路の清掃から始められないか。

◎ 各町から有志を募って、続けられる方であれば一人でも二人でも良いと思

う。

◎ 各町から、やってみようという人が何人か出れば、西部塩尻地区の会を作

○ 上田市以外での

子どもたちの取組は

どのようになってい

るか。

○ 市の方針を理解

する。
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ることができる。

◎ 取り合えず連絡場所を西部公民館においていただき、公民館だよりで宣伝

していただければと思う。

○ 子どもたちの校外活動

放課後を含め子どもたちは何を望み、また親たちは何を望んでいるのか。それ

に対して地域ぐるみで継続してできることは何か。検討研究したい。

⑤ 世

代間交

流が活

発に行

われ、コ

ミュニ

ティの

確立を

目指す

まちづ

くり

○ ④⑤を通し警察移転後の建物を利用し、多目的施設として活用できない

か。コミュニティの場、スポーツの場として利用できるのでは。

○ 小中学校における地域住民の学習ボランティア活動

○ 自治会単位、公民館単位の異世代合同の催しや常設のサロン的な場（交

流の場）

地域

医療関

係

（地域

医療に

ついて

（地域

医療の

⑥ 地

域が一

体とな

り高齢

者や障

害者を

支え、だ

れもが

○ 地域医療

継続してさらに進める。

○ 長野病院の充実

医師不足による長野病院の機能が充分発揮されていないように感じます。

市民の健康を考えた時、長野病院の機能が充分発揮できるよう抜本的な対策も

考慮に入れながら、市全域や周辺町村の住民のためにも強力な運動の展開を望

みます。

○産院の移転等市の

見通しを説明受けた

い。

○ 市の実施状況

を必要により説明

を聞く。
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分

科

会



目的は

市民の

幸せに

あり））

安心し

て暮ら

せるま

ちづく

り

○ 高齢化がますます進む時代では、自分で車を運転して医療機関へ通うこと

が不可能になってしまうので、市内、特に長野病院の充実に向けて施策を考え

る必要性を感じています。

介護タクシーの充実など少しずつでも考え合わせる必要があると思います。

○ ５の地域が一体となり・・・の中で健康推進員の研修や制度のPRするとあ

りますが、実際委員をやっていて年４～５回の研修では健康について学ぶこと

も限られてしまいますが、地区の人たちや身近な家族から学んだことを広める

方法を検討していきたい。

○ 医療問題がますます難しくなっていく現状ですが、高齢化社会と少子化と

の今、何ができるか

○ 市民にとって最も大切で、大きな問題であるだけに、対策も多岐に渡り何

をどうしたらよいか苦慮するのが実態である。行政と連携しできるところから

少しずつ積み上げるしかないと思われる。

○ 山洋電機の跡地に医療の集合地として多くの個人院を集め病院団地と福

祉の場を提案してはいかがでしょうか。あそこに行けば何でもあり心配ないと

ころとして。



地域医

療関係

⑦ 地

域の特

色を生

かした

産業の

振興

○ 秋和「卸団地」の再整備の推進

秋和の卸団地は、東信地区全域の大型店や食料品店などに商品の提供をし

ています。この団地は、国県とともに市の流通整備計画で進められたものです。

最近の流通構造の変化などから、これに対応した新たな卸売機能の高度化、市

民への安定供給に資するよう卸団地の再整備などを「まちづくり計画」の一環

として進めるよう研究や指導をお願いします。また、秋和塩尻地区にある工場

製品の搬出道路の整備を進めてほしい。

○地元商店街の振興

の取組みについて

大変難しいことだ

と思います。どの様

な案があるのかお聞

きしたい。地産地の

推移についてもお聞

きしたい。どの様な

案や推進策があるの

か

第4

分

科

会


